情報処理Ⅰ  lectures note

情報処理講義梗概

１．コンピュータ利用環境

　ハードウェア　　コンピュータ、ディスプレイ等


　OＳ　　：Windows98/95，あるいはME,　Windows Xp,　Windows 2000

　ソフトウェア　[ワープロ　MS-Word97]

　　　　　　　　[表計算    Excel97]

１．１　ハードウェア

　パソコン本体とかディスプレイのようなものをハードウェア(金物)という。

パソコンに限らずコンピュータは、中央処理装置と周辺装置に大別される。

中央処理装置は、本体の中に収納されており、演算装置、制御装置、及び主記憶装置から構成される。厳密には演算装置と制御装置を中央処理装置と呼ぶ。主記憶装置にはプログラム及びデータを記憶する。

周辺装置は、入力装置、出力装置、及び入出力装置に分類される。入力装置はキーボードとマウス、出力装置はディスプレイとプリンターが主流である。入出力装置は補助記憶装置とも呼ばれ、プログラムとかデータを蓄えたり取り出したりできる。ハードディスク装置、フロッピーディスク装置、光磁気ディスク(MO)装置CD-RW、DVDなどがそれにあたる。

１．１．１　パソコン

（１）パソコンの電源の入れ方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスプレイ

                                                                   　　　   飯山電機㈱,FUJITSU

　　　　　　本　　体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７インチ

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対角線の長さで示す

　　　　スイッチ　FMV-5120D5(5133D6),  　　　　　　　　　　　ＣＲＴ Cathode Ray Tube

　   　　　 digital CELEBRIS FX 5200   　　　  　　　　　　　ＶＤＴ Video Display Terminal

スイッチを押し込むとLEDが黄色から緑に変わり電源が入ったことがわかる。スイッチonである。LEDの色が薄い場合もあるので注意が必要である。このスイッチでoffしてはいけない。ディスプレイの電源は、普通、本体と連動している。ディスプレイには、自動的に次の左下図のような表示が、現れる。これをdesk topと呼ぶ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 　　　desk top(机上)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｱｲｺﾝ　　ｼｮｰﾄｶｯﾄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　左　　右　　　

　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マウスポインター

　　ｽﾀｰﾄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マウス

　　　　　　　　　　ﾒﾆｭｰﾊﾞｰ　　　　　　　　　

（２）マウス操作

　パソコンの操作は、マウスで行う。ポイントとかセレクトはマウスポインターを対象(オブジェクト)に合わせる。クリックは１回、ダブルクリックは２回続けざまに左ボタンを押す。ドラッグandドロップは、左ボタンを押して対象を選び、そのままマウスを目的位置まで動かし(ドラッグ)、ボタンを放す(ドロップ)操作である。右ボタンを使用する場合は、右クリックなどと特別にことわる。その他、キーボードのキー操作があるが、後述する。

（３）電源の切り方

　メニューバーのスタートをクリックし、立ち上がったメニューのリストからWindowsの終了　を選び、青く反転したところでクリックして、電源を切れる状態にする。

　決してパソコンの押しボタンスイッチを押し込んでOFFしてはいけない。システムソフトとかハードディスク等を壊す恐れがある。

１．１．２　キー操作

　キータッチ練習とかTyping Club　といった練習ソフトで、タッチタイピングを練習する。

　タッチタイピングとは、それぞれの指の分担を決めて各キーを打つ方法で、「キーボードを見ないで文字を打つ」ことを言い、ブラインドタッチとも云われる。この習得を１年前期の目標にする。

　キーボード上で、常に指を戻して置いておく場所を、ホームポジションという。ASDF･･･と並ぶ第２段のキーがホームポジションとなり、重要である。そして、それ以外のキーはホームポジションから指を移動して打ち、ホームポジションへ戻す。

　キーボードのキーの働きについての次の設問に答えよ。 
	問題 下図はＪＩＳ規格のキーボードである。

	  １）空欄に　英文字記号、数字を入れなさい。(40)

	
	半角/全角漢字
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	０
	－
	＾
	￥
	Back Space
	
	Insert
	Home
	Page Up
	

	
	Tab
	Q
	W
	E
	R
	T
	Y
	U
	I
	O
	P
	＠
	［
	 Enter
	
	Delete
	End
	Page Down
	

	
	CapsLock
	A
	S
	D
	F
	G
	H
	J
	K
	L
	;
	:
	］
	←┛
	

	
	 Shift
	Z
	X
	C
	V
	B
	N
	M
	,
	.
	／
	＿
	 Shift
	
	 ↑
	

	
	Ctrl
	窓
	Alt
	無変換
	 SPACE
	変換
	ｶﾀｶﾅ
	Alt
	窓
	罫
	Ctrl
	
	 ←
	 ↓
	 →
	

	 ２）次の各キーの働きを説明しなさい。(16)

	 Back space                                     Insert

	  カーソルを一つ前へ戻し、その文字を消去する。　　　　　　挿入モードと上書きモードを交互(alternative)に切り替える。

	 Delete                                         Enter

	　カーソルのある位置の文字を消去する。　　　　　　　　　　入力キーとか改行キーである。

	 CapsLock                                       Shift

	　Shiftの操作を固定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　大文字を打つときに使う。

	 Alt + 漢字                                     Ctrl ＋ Alt ＋ Delete

	　漢字モードとアルファベットモードを交互に切り替える。　　実行中のプログラムを強制終了する。

	

	 ３）ホームポジションについて説明しなさい。     ４）タッチタイピングとはどういう事ですか。

	

	     指との対応についても述べなさい。(６)           簡単に説明しなさい。（６）

	　キーボード上で常に各指を置いておく位置を、ホームポジションという。左手人差し指がF、中指D、薬指S、小指A、右手人差し指J、中指K、薬指L、小指；で、親指はSpace Bar上に置く。
	　ホームポジションからの位置関係から使用するキーの位置を判断し、キーボーﾄﾞを見ないで打つことをタッチタイピングという。ブラインドタッチともいう。




１．１．３　外部記憶メディア

　現在、一番手頃な外部記憶のためのメディアは、フロッピーディスク3.5インチである。これは、町のパソコンショップで40枚入りが約1,000円で販売されている。DOS/V用にフォーマットされたもので、1.44Mbの記憶容量が確保されている。１バイトは８ビット。ここで、バイトbyteはbinary digit eightの略でｂと、ビットbitはbinary digitの略でBと略す。210Bが１KB(キロビット)、220Bが１MB(メガビット)で、230Bが１GB(ギガビット)である。また、210bが１Kｂ(キロバイト)、220bが１Mｂ(メガバイト)で、230bが１Gb(ギガバイト)である。Bとｂはどうも用法が混乱しているようなので注意は必要である。

（１）ファイル等からのデータ入力と、ファイル等へのデータ出力

　ワープロ(Word97)で作成したこの講義ノートを、ハードディスクへ保存、３．５インチＦＤへ保存、この演習室のネットワークドライブへ保存した。ネットワークドライブへは、この部屋の各パソコンからアクセスが可能であり、それを呼び出して、読んだり、プリンターへ印刷する事ができる。

１．２　オペレーティングシステム(OS)

　パソコン室ⅠはWindows98を、パソコン室ⅡはWindows95を使用している。現在はWindowsXp。

１．３　ソフトウェア

　タイプ練習用ソフト、ブラウザー(Internet Explore)、電子メール(Outlook)、ワープロ(MsWord)、表計算(Excel)、Basic、ファイル転送用プログラム(FFFTP)など、使用目的に応じてソフトウェアが準備されている。デスクトップ上にショートカットとしてそのアイコンが表示されている。

２．応用ソフトウェア

２．１　Internet Explore, Netscape Communicator

　ネットワークの時代では、外部のWorld Wide Webサーバからブラウジングによりデータを閲覧することができる。たとえば、液晶ディスプレイテレビの情報が欲しいとする。そのときには、ブラウザー例えば、Internet ExplorerとかNetscape Communicatorを立ち上げ、サーチエンジン例えばYahoo (URL  http://www.yahoo.co.jp/)　と呼ばれるホームページへ行き、液晶ディスプレイテレビという言葉で、それに関連するホームページを探索する。あるいは電機会社のホームページへ行き、その会社の製品情報を見る。例えば、シャープ株は(URL　 http://www.sharp.co.jp/)　である。URLはUniform Resource Locaterの頭文字であり、ＷＷＷにおいてインターネット上のウェッブサイトの住所である。httpはhyper text transfer protocolの頭文字である。

インターネットを介してファイルをやり取りするためにも利用する。たとえば私のホームページはhttp://www.fit.ac.jp/~akagi/である。この講義ノートはそこから参照できるようにしている。試験問題とか、講義で使用するデータなどもそのつど掲載している。掲載のことをuploadといい、ホームページから自分のパソコンへ持ってくることをdownloadという。

  また、手紙のやり取り(Web Mail)、アンケートの回答、競売(Net Auction)など、ホームページを介していろいろなbusinessを行う試みが為されている。これらがe-Businessであり、e-Commerceである。

２．２　キータッチ練習あるいはTypingClub　　　　　　　　　　　　　

　タイプ練習。これからの基礎となるので、まじめに練習のこと。何事も基礎が大事で、いまこの時間に、半強制されているのでやっておくべきである。あとであの時やっておけばよかったと悔やむことになる。ヤフーのホームページにおいてタイプ練習という言葉で検索すれば無料のソフトに行き当たる。

２．３　電子メールOutlook Express

　電子メールE-mailについて学ぶ。これは、ブラウジングとともに重要なインターネット時代の手法である。その手順は、次の通りである。

(1)Outlook Expressにより電子メールを使用する手順

　スタートメニュー→プログラムメニュー→Outlook Expressメニューをクリックして、マイクロソフト社のメーリングソフトであるOutlook Expressを使用することから始まる。ショートカットとしてデスクトップ上にあれば、それをダブルクリックすればよい。

　その後、ツールメニューのアカウントの項目をクリックし、追加ボタンをクリックし、メールの項目を選択する。そして、自分の名前を入力する。例えば、　Fumio Akagi　である。

　次に、次へボタンをクリックして、電子メールアドレスを入力する。例えば、

　　s学籍番号@ws.ipc.fit.ac.jp
である。ここで、学籍番号は2001年入学の管理情報1番の人は、01d1001である。wsはwork station,　ipcはinformation processing center,　fitはfukuoka institute of technology,　acはacademic,　jpはJapanの略であろう。名前と住所である。＠以降が日本の大学の福岡工業大学という住所を示している。

　次に電子メールサーバ名を問うてくるので、受信、送信とも

　ipcs.ws.ipc.fit.ac.jp

を入力する。そして、次へボタンをクリックする。

　次にユーザ名(アカウント名)とパスワードを聞いてくるので、

　styymmdd
と入力する。ここで、yyは皆さんの西暦誕生年の下二桁、mmは誕生月、ddは誕生日であり、当然人によって異なる。次へボタンをクリックし、完了ボタンをクリックして、これで設定終了である。

(2)手紙の作成と送信

　メッセージの作成には、新しいメールボタンをクリックする。宛先に相手のメールアドレスを記入する。件名にメッセージの題名を入力し、本文を作成して送信ボタンをクリックすれば、送信できる。

(3)手紙の受信

　送受信ボタンをクリックすると新着メールを受信し、受信トレイに自動的に取り込まれる。

要約すると、　　　　　E-mailの利用。大学メールシステムでのメールアドレスは、

メールアドレス　　　　　s学籍番号＠ws.ipc.fit.ac.jp

パスワード　　　　　　　styymmdd
送受信のメールサーバ　　ipcs.ws.ipc.fit.ac.jp

２．４　電子メールWeb-mail

　Outlook Expressに代表されるメールソフトでは、メールアドレス、パスワード、送受信のメールサーバを設定することが必要である。1台のパソコンを自分専用に使用する場合には、その設定をしておけば、パスワードを打つだけで、いつでもそのパソコンでメーリングソフトを利用でき、電子メールのやり取りが可能となる。これが普通の使用で、きわめて便利であるが、自分専用のパソコンを持ち歩かなければならない。

　そこで、どこででも誰のパソコンからででも電子メールを利用するためには、Web-mailを利用すればよい。YahooとかMSNなどが無料のWeb-mailをサービスしているが、福岡工大でもWeb-mailが利用できるようになった。

　その手順は、まずWebブラウザーからhttp://webmail.ws.ipc.fit.ac.jp/をアクセスする。ログイン画面となり、ユーザ名とパスワードを問うてくるので、ユーザ名へs学籍番号、パスワードへstyymmddを入力する。

　あとは、画面に従ってメールの受信、送信などを行えばよい。これだと、Webブラウザーの立ち上がっているパソコンであればどんなパソコンであれ、ちょっと借りて自分のメールを見ることができる。ただし、終わるときには、終了処理をしておくように。そうでないと、電源そのままで使う次からの人にメールを見られる可能性がある。

2．5 FFFTP

FTPはインターネットで使われているファイル転送プロトコルのことで、file transfer protocolの頭文字である。FTPプロトコルを用いてファイル転送を行うプログラムも、FTPと呼ばれている。FTPサイトはFTPサーバーを設置したサイトで、通常、インターネットで広く配布するファイルを収めたFTPサーバーが存在するサイトのことを指す。

以前、私の研究室もFTPサーバーを立ち上げ、この講義ノートを　ftp://www.akalab.mas.fit.ac.jp/　で参照できるようにしていた。しかし、度重なるハッキングとかサイバーアタックにより、被害を受けたので休止している。常時管理者のいる福岡工大のサーバーを利用している。

１年生の名簿を、福岡工大のＦＴＰサーバあるいはＷＷＷサーバから読み出し、Excelのファイルとして処理する。しかし、プロテクトがかかっていて一般には読めないはずである。

２．６　MSWord

　アプリケーションソフトウェアの一つであるWordを使用する。このソフトは、今後報告書の作成などで頻繁に使用することになる。その他、一太郎も有名である。

Wordは、Microsoft Officeの中に含まれているソフトウェアの一つで、ワードプロセッシングを行うプログラムである。この詳しい使い方はとてもここに記すことは出来ない。各自、書籍等を見て勉強しなければならない。経験の積み重ねで存分に使えるようになる。しかし、それにしても打鍵がキーボードを見ずに行えなければ話にならない。10本指をフルに使ってTypeすることである。練習あるのみである。

[例題]  ワープロのWord97で、自分の名刺を作る。

　スタート　→　プログラム　→　(Microsoft Office)　→　Microsoft Word

で、Wordが起動する。

まず、書式 → 段組み → 2段でA4用紙の縦２列に、記載できるようにする。書式設定は大事である。

文字の入力はローマ字かな漢字変換モードで行う。FUKUOKA とキーを打つとふくおかと仮名になり、スペースバーを押して変換すると福岡と漢字に変わる。アルファベットが打てなければ仮名モードになっているのでAltキーを押したまま、ｶﾀｶﾅひらがなローマ字キーを押してモードを変える。

数字１２３123とかカタカナｶﾀｶﾅでは全角文字と半角文字があるので注意が必要である。

文字の書体のことを字体フォントfontというが、これの変換は、対象の文字列をドラッグ＆ドロップで選び、ツールバーのフォント窓で例えば正楷書体を選ぶ。またフォントサイズ窓で24を選ぶ。

ツールバーが画面に表示されていなければ、表示→ツールバー→書式設定をチェックしてやる。

名刺の1枚分が出来上がれば、それをクリップボードへコピーして、順次貼り付けていく。

A4一枚に10枚の名刺が入るようにし、マージンを設定して、印刷することになる。ファイル→ページ設定→文字数と行数、余白、用紙サイズなどで調整する。印刷プレビューで見て、OKであれば印刷する。

印刷はプリンターが正しく設定されているか、枚数は指定通りかなど確かめてからOKとする。ネットワークプリンタを利用する場合が多いので、出力されないからといって何度も何度もOKを押さないこと。同じ出力が何枚も出てきたら職場で恥をかくことになる。

	福岡工業大学

情報工学部管理情報工学科１年１組

赤木文男

〒811-0295 福岡市東区和白東3-30-1
	福岡工業大学

情報工学部管理情報工学科１年１組

赤木文男

〒811-0295 福岡市東区和白東3-30-1


[例題]　2年次以降に行う実験レポートの表紙を作成する。

枠で文字を囲むには、前もって罫線で枠を作っておいてそこに文字を入力したり、あるいは囲みたい文字を図形描画で四角形を選び、四角形で囲んで塗り潰しなしにする。

Enterキーなどで改行し、A４用紙1枚にうまく収まるように工夫が必要である。センスの問題でもある。うまい人はうまい。

 管理情報工学基礎実験
　　　　　　　　実験月日　　　平成12年5月22日

　　　　　　　　報告書提出日　平成12年5月28日

報告者　管理情報工学科　1年1組1番　秋吉美沙緒
２．７　Excel

　アプリケーションソフトウェアの一つであるExcelを使用する。このソフトは、今後、各種のデータを計算処理するために頻繁に使用することになる。

　Excelは、Microsoft Officeの中に含まれているソフトウェアの一つで、表計算を行うプログラムである。スプレッドシートと呼ばれている。

Excelの立ち上げ方は次の通りである。

　ｽﾀｰﾄ　を左クリックし、プルアップメニューから、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)を選び、Microsoft Office　Microsoft Excel を選び、左クリックすると、Excelが立ち上がり、新しいワークシートが開く。以前、使用したファイルを修正する場合は、ファイル(F)メニューから、開くを選び、編集したいファイルを探し出して、開く。

　Excelによる計算として、数個のデータをキー入力し、それらの合計、平均、分散、標準偏差、変動係数を求める。

　使用する関数は、合計　=SUM(データの最初のセル番号：最後のセル番号)

                  平均　=AVERAGE(データの最初のセル番号：最後のセル番号)

                  ​分散　=VAR(データの最初のセル番号：最後のセル番号)

                  標準偏差　=STDEV(データの最初のセル番号：最後のセル番号)　　である。

　変動係数は、平均に対する標準偏差の値で、（標準偏差）／（平均）で求める。

[例題] 表計算ソフトExcelによる５人の体重の合計、平均、分散、標準偏差の計算

表計算ソフトのExcel97で、体重の統計処理を行う。

　スタート　→　プログラム　→　(Microsoft Office)　→　Microsoft Excel

で、Excelが起動する。セルA1へ番号、B1へ体重の見出しをタイプし、数値と式を以下のように入力する。

	　　　　
	     A     
	     B      

	  1  
	番号
	体重

	  2  
	A
	76

	  3  
	B
	68

	  4  
	C
	70

	  5  
	D
	82

	  6  
	E
	72

	  7   
	合計
	368
	=sum(b2:b6)　　　　　　　セルへ式を入力すると、値が返されるので、
=average(b2:b6)　　　　　覚えのために横に書いた。数式バーの窓には
​=var(b2:b6)　　　　　　　　この式が、表示される。
=stdev(b2:b6)

	  8   
	平均
	73.6
	

	  9   
	分散
	30.8
	

	  10     
	標準偏差
	5.549775
	


[問題]　次の１０人の試験の得点の合計、平均、分散、標準偏差をExcelを用いて求めなさい。

　      55, 65, 26, 71, 86, 67, 62, 79, 69, 64

[例題]　算数の計算

　ｘを１から１ずつ10まで変化させたとき、次の値を計算せよ。

    (1)x2　　(2)x+1/x　(3)logx  (4)ex
  たとえば、セルA1へx、セルB1へx^2、セルC1へx+1/x、セルD1へlog(x)、セルE1へe^xと標題captionを入力する。次にセルA2の値を１として、(1)セルB2へ　=A2*A2  (2)セルC2へ =A2+1/A2  (3)セルD2へ =LOG10(A2)  (4)セルE2へ =EXP(A2)を入力する。次に、セルA3からA11までに2から10の値を入力し、B2からE2をB11からE11までへフィルアップする。

  フィルアップはB2をクリックし、Shiftを押したままE2をクリックしてB2からE2を選ぶ。アクティブになった枠の右下のフィリングハンドルをポイントすると＋に変わるので、ドラッグしE11へドロップする。

  グラフウィザードを使って、グラフを描くのも、中学の数学を思い起こして懐かしいので、B,C,D,Eの各列についてグラフを描き、数値とともにA4用紙１枚に収まるようにレイアウトして、ページ設定で、書式を設定し、フッター中央へ学籍番号と氏名を入力して出力する。氏名だけは忘れないようにしないと誰が提出したかわからなくなる。

[例題]　金利計算をExcelで行う。

　問題は次の通りである。元金として10万円を持っているとしよう。年間の利子率がそれぞれ２％、３％、４％、５％、６％、７％であるとしたときのＮ年後の元利合計を計算しなさい。ただし、１年ごとの複利で計算するものとする。計算する最長期間は10年とする。

　ただし、元利合計＝元金×(１＋年利率)＾年数　である。

　また、セルの絶対参照のため、セル番地の行番号、列番号に＄記号をつける。

　計算した値の桁数をまとめ、通貨表示する。

　このため、たとえばセルA1へ元金、B1へ100000と入力する。次に、A3へ利息/年数と入力し、A4へ0.02、A5へ0.03と入力する。この二つのセルを選び、右下のフィルハンドルへカーソルを合せ、白抜き十字を黒十字に変えて、A9までドラッグ＆ドロップすれば、0.07まで値が増えて入力されている。

　同様に、B3へ1、C3へ２と入力し、この二つのセルを選んでK3までフィルアップすれば、１から10までの並んだ数列が入力される。

　そこで、B4へ　=$B$1*(1+$A4)^B$3 と入力すれば、10200の値が返される。B4をK10まで、フィルし、つぎにその行を、K9までフィルすればたちどころに元利合計表が与えられる。

　通貨表示するには、通貨表示するセルB4からK10までを選び、書式→セル→表示形式で通貨を選び、OKすればよい。

[例題]　ローンはどうなる。

　問題は次のとおりである。年利4.1％で2000万円の住宅ローンを、元利均等返済方式で20年間かけて返済するとしたなら、毎月の返済額はいくらになるかを計算したい。なお毎月の返済は月末に返済するものとする。

　この場合、財務関数のＰＭＴ(利率，期間，現在価値，将来価値，支払期日)を使う。月払いなので、月当たりの利率は年利率4.1％の1/12となる。期間は、20年の12ヶ月で、20×12回払いである。現在価値は2000万円の負債、将来価値は、すべてローンを払いきって0円である。支払期日は、期末0か期首1で、この場合、月末返済の0である。月初めなら1、デフォルトは0である。従って =PMT([利率を入れたセル]/12,[期間を入れたセル番号]*12,-[現在価値を入れたセル番号])で計算できる。

	      
	   A   
	    B     
	     C     
	     D     
	     E     
	     F     

	   1  
	ローン返済額の計算
	
	
	
	
	

	   2  
	
	
	
	
	
	

	   3  
	年利
	0.041
	0.031
	0.031
	0.041
	0.041

	   4  
	
	20000000
	15000000
	16100000
	14000000
	16000000

	   5   
	
	20
	22
	22
	22
	22

	   6  
	
	
	
	
	
	

	   7  
	
	\122,253
	\78,449
	\84,202
	\80,579
	\92,091


              =PMT(B3/12,B5*12,-B4)

[例題]　年齢の計算

　Excelで生年月日から、現在の満年齢を計算する。計算式は次の通りである。

　=YEAR(TODAY()-生年月日のセル)-1900

ここで、TODAY()で現在の日付、YEAR()で括弧内の年数を求める。日付関数は1900年１月１日を１とした連続番号が割り当てられているので、1900を引くと年数となり、現在と生年月日との差であれば、満年齢となる。A1へ生年月日と打ち、B1へ自分の誕生日例えば1983/2/2 を入れる。A2へ満年齢と打ち、B2へ

　=YEAR(TODAY()-B1)-1900    という式を入れる。

[例題]　金種の計算

問題は、10人の従業員に対して給与を支払うために、各従業員への支払いに用意すべき金種(１万円、5000円、1000円、500円、100円)別の枚数と、その合計の枚数を計算したい。10人の給料はそれぞれ次のように与えられている。

　176,600  252,600  177,900  205,100  177,400　174,500  177,300  298,000  193,700  188,100

　ただし、各従業員に支払う合計枚数が、最少になるように枚数を決定すること。

　Excelの=MOD(,)関数と、=INT()関数を使う。合計は=SUM(配列)である。

　まず、セルA2へ金種／給料と見出しを打つ。A3へ10000、A4へ5000、A5へ1000、A6へ500、A7へ100と金種を入力する。また、B2からK2までへ10人の給料を入力する。

　セルB3へ、=INT(B$2/$A3) と入力すると、176600を1000で割った答の整数部分の17が返される。

　セルB4へ、＝INT(MOD(B$2,$A3)/$A4)　と入力すると、176600を10000で割った余りの6600を5000で割った答の整数部分の１が返される。セルB4を、セルB5からB7までへコピーする。

　次に、セルB3からセルB7までを選び、これをK7までへコピーすると、各人の給料のお札および硬貨の枚数が一覧表で得られる。

　セルL2へ合計枚数と打つ。セルL３へ =SUM(B3:K3) と入力する。これを、L4からL7までへコピーすると合計枚数が求まる。

　検算のため、セルM2へ =SUM(B2:K2) を入力し、各人の給料の合計額を求める。

　また、セルM3へ =L3*A3 を入力し、10000円札の合計額を求める。これをM7までへコピーし、各お金の合計額を求め、セルM8へ =SUM(M3:M7) と入力し、この値が給料の合計額となればOKである。

　このように、Excelを使えば、いろいろな計算が便利に行える。これから学年が進むに従って、どんどん色々な例題が出てくる。これまでのプログラミング教育のスタイルを変えるものである。







